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研究成果の概要（和文）：　北海道・九州・ロシア・韓国・中国などから収集したカササギ体組織のサンプルに
ついてミトコンドリアおよび核DNAを解析した結果、1980年代から北海道南部に定着しているカササギ個体群は
ロシアに由来する可能性が高いことが判明した。
　カササギの卵や羽毛と潜在的な餌資源の安定同位体から、カササギは産卵期で約6割、換羽期で約4割の餌資源
をペットフードに依存していると推定された。
　文献調査とウェブでの目撃情報収集、現地調査より、現在では苫小牧市に約200羽ともっとも多くの個体が生
息しているが、分布域は胆振地方のほぼ全域から札幌市にまで及んでいることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：DNA analysis of Pica pica tissues collected in Hokkaido, Kyushu, Russia, 
Korea, China and so on strongly suggest that the Hokkaido population is derived from  Russian Far 
East. Analysis of carbon and nitrogen stable isotopes of the Hokkaido population estimates that 
about 60 % and 40 % of food is derived from pet food during the egg-laying and molting periods, 
respectively.
Currently, about 200 individuals inhabit mainly residential areas of Tomakomai City, and the 
distribution range of Pica pica expands to most of the Iburi Region and to Sapporo City.

研究分野： 動物生態学

キーワード： カササギ　分布拡大　外来生物　マイクロサテライト　安定同位体比

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）カラス科鳥類のカササギ（Pica pica）
は、ヨーロッパや北東アジアに広く分布する。
日本にはもともと生息しないが、16 世紀に朝
鮮半島より持ち込まれた九州北部を除けば、
全国各地で観察記録や繁殖記録が多数ある
にもかかわらず、定着せずに消滅してきた。
しかし、北海道では 1980 年代から室蘭市や
苫小牧市などの胆振地方に定着している。定
着条件として、代表者らは、密度が低いとき
に適応度が低下する「アリー効果」（Taylor & 
Hastings 2005, Berec et al. 2007）の克服と、
人為的な資源を利用できるようになる「都市
鳥化」が鍵ではないかと考えた。 
 
（2）カササギは群れで生活することからア
リー効果が働きやすく、単独ペアから定着す
るのは難しい。国内での散発的な記録はほと
んどがペア単位であるのに対して、北海道胆
振地方においては、多数のカササギが非意図
的に持ち込まれた可能性がある。由来候補地
と北海道で収集するカササギの組織サンプ
ルの DNA を解析することによって、由来地
の明確化や創始者数の推定を行うことがで
きる。 
 
（3）カササギはもともと農村部の鳥であっ
たが、急速に都市鳥化し、とりわけ極東アジ
アでは都市部への侵入がもっとも成功して
いる鳥の一種となっている（Wang et al. 
2010, Kim et al. 2012）。カササギの場合は、
それに加えて都市部に固有の人為的な餌資
源を巧みに利用していることが北海道での
定着を促している可能性が高い。これについ
ては安定同位体比によって定量的に評価す
ることが可能である。 
 
（4）侵入生物の定着・分布拡大過程を研究
する機会は限られている。本研究は、大きく
て目立つために散発的な渡来も把握しやす
く、北海道に定着初期段階の個体群が存在す
るカササギの特徴を活かすとともに、最新の
分析技術を活用して定着条件を解明しよう
とするものである。 
 
２．研究の目的 
カラス科鳥類のカササギが北海道苫小牧

市を中心に新たに定着に成功しつつある要
因を、(1) マイクロサテライト DNA 解析に
よる集団構造の解明と、(2) 安定同位体比に
よる人為的餌資源利用の定量化、(3) 個体数
と分布域のモニタリング、によって検証する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）カササギの巣や群れの発見は容易なの
で、苫小牧市とその周辺における断続的な野
外調査によって個体数と分布、繁殖成功度を
モニタリングするとともに、羽毛や卵などの
DNAおよび安定同位体比解析用試料を得る。

モニタリングの一環として、主に北海道内に
ついてウェブ上や文献にある散発的な観察
記録と繁殖記録を収集整理し、必要に応じて
現地調査する。 
 
（2）DNA については、中国東部およびロシ
ア極東地域からも試料を得て、主にマイクロ
サテライトの多型解析により由来地と創始
者数を推定する。潜在的な餌資源も含めた炭
素と窒素の安定同位体比分析により、人為的
な餌資源への依存度を定量化する。 
 
（3）これらの結果に個体数・分布モニタリ
ングの情報を加えて、北海道内での近い将来
の分布予測を地図化する。 
 
４．研究成果 
（1）北海道・九州・ロシア・韓国・中国な
どから200羽近いカササギの体組織サンプル
（羽毛や死体など）を収集し、核 DNA のマ
イクロサテライトとミトコンドリア DNA の
コントロール領域を解析した。マイクロサテ
ライトの解析結果から、北海道個体群はロシ
アに由来する可能性がもっとも高いことが
わかった（図 1, 2）。また、遺伝的多様性は九
州よりずっと高く、韓国やロシアなど、元来
の分布地と違わなかったことから、北海道へ
は一度に多数個体の、あるいは繰り返しの侵
入があったことが示唆された。 
 

 
図 1．北海道個体の帰属推定結果 

 
 

図 2．核 DNA による遺伝的集団構造 
色は検出されたクラスターを示す 



（2）現在個体数がもっとも多い苫小牧市内
でカササギの卵と羽毛、および潜在的な餌資
源として地上性の無脊椎動物、漿果類（木の
実）、ペットフード（市販のドッグフード・
キャットフード）を収集し、炭素と窒素の安
定同位体比を分析して二次元散布図に展開
した結果、ペットフードは C4 植物であるト
ウモロコシを含むために炭素同位体比の値
が自然の餌よりも大きいこと、カササギは主
に地上性無脊椎動物とペットフードを食べ
ていること、さらに羽毛の形成期である夏よ
りも卵の形成期である春にペットフードの
比率が高いことが読み取れた。 
カササギの餌資源を地上性無脊椎動物と

木の実、ペットフードの 3 種類に大別した上
で、混合モデルによって各餌資源の割合をベ
イズ推定したところ、春には約 6 割、夏には
約 4割の餌資源がペットフードであると推定
された（図 3）。 
 

 
（3）個体数がもっとも多い苫小牧市におい
て全域で個体や巣を探索する調査を複数回
実施し、総個体数が約 200 羽であることが明
らかとなった。オスとメスのペア単位で観察
されることが多かったものの、営巣期も含め
て数羽から数十羽が群れで採食するのが観
察された。また、集団ねぐらが複数箇所で確
認された。 
巣の発見は容易であったが、カラス類によ

る巣の乗っ取りが起きる他、住宅地の高木や
鉄塔にドーム型の巣を作るために巣内を観
察するのが難しく、繁殖成功率については有
効なデータを得られなかった。 
 
（4）北海道の野生生物データベースや道内
各地での鳥類目録、自然観察団体の記録など
について広く文献調査を行い、257 件の目撃
情報を抽出した。その結果、1980 年代以降
に室蘭から苫小牧の沿岸部から少しずつ分
布範囲が広がり、約 30 年余りを経た現在で
は札幌市でも繁殖していることが明らかと
なった（図 4）。継続観察が行われてきた苫小
牧市とむかわ町の 3 か所では、それぞれ 2006
年、2007 年、2011 年から継続して観察され
るようになった。また、胆振・石狩地方以外
でも 14 市町で観察記録があり、原因や由来
は不明であるが、1980 年代から北海道各地
で記録があった。 

 
（5）北海道カササギプロジェクトのウェブ
サイトを新規に立ち上げ、地図上でクリック
することによって市民が目撃情報を入力で
きるようにした（図 5）。その結果、数百件を
超える情報が寄せられ、地元の新聞にも繰り
返し掲載されるなど、大きな反響を呼んだ。
分布拡大の基本的な様子は文献情報と一致
したが、散発的な観察記録は北海道西部の平
野部ほぼ全域に及んでいることがわかった
（図 6）。 
カササギは、今後もゆっくり分布域を広げ

ていく可能性が示唆されたため、科研費終了
後もウェブサイトを存続させて長期的なモ
ニタリングを続けることとした。 
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図 3．同位体比による春（左）と夏の餌組成 

 
 

図 6．情報閲覧・入力画面の一部 

 
 

図 5．プロジェクトのウェブサイト 

 
 

図 4．文献情報から見た分布拡大 
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